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先進医療の修復腎移植臨床研究が本格スタート

腎移植を待ち望み困難な透析生活を送る
患者さんに一刻も早く福音が訪れるよう
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湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
（
神

奈
川
県
）
は
７
月
４
日
、
予

防
医
学
セ
ン
タ
ー
開
設
を
記

念
し
、「
健
康
づ
く
り
の
キ

ー
ワ
ー
ド
『
未
病
』
に
つ
い

て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
市

民
公
開
講
座
を
開
い
た
。

冒
頭
、
小
林
修
三
・
院
長

代
行
が
「
身
体
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
被
害
予
測
地
図
）

を
つ
く
り
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
リ
ス
ク
に
応
じ
た
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
警
鐘
。
ま
た
中
島
留

美
・
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
長

は
「
疾
患
の
早
期
発
見
に
加

え
、
未
病
の
段
階
で
リ
ス
ク

を
下
げ
る
健
康
づ
く
り
の
支

援
も
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

２
部
制
で
、
第
１
部
で
は

同
院
が
取
り
組
む
人
間
ド
ッ

ク
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
診
、

再
生
医
学
・
健
康
医
学
を
披

露
。
ま
た
東
京
医
科
大
学
の

落
合
孝
広
教
授
が
「
世
界
初　

す
い
臓
が
ん
の
早
期
発
見
を

可
能
に
す
る
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム

診
断
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講

演
し
た
。
第
２
部
で
は
〝
痛

く
な
い
・
見
ら
れ
な
い
〟
乳

が
ん
検
診
「
ド
ゥ
イ
ブ
ス
・

サ
ー
チ
」
を
紹
介
し
た
。

か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
診

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
地
域
に
呼
び
か
け
る
。

同
院
が
導
入
し
た
の
は
富

士
フ
イ
ル
ム
の
最
新
機
種
。

従
来
よ
り
も
照
射
線
量
が
約

30
％
低
く
、
３
０
０
％
ま
で

拡
大
し
て
も
画
質
が
変
わ
ら

な
い
高
画
質
で
の
撮
影
が
可

能
だ
。
毎
週
水
曜
日
に
女
性

医
師
に
よ
る
「
乳
腺
外
科
外

来
」
も
開
設
し
た
。

検
査
を
担
当
す
る
杉
本
愛
・

放
射
線
科
副
技
師
長
（
診
療

放
射
線
技
師
）
は
「
痛
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
声
を
か
け
、
で
き

る
だ
け
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
。

地
域
へ
の
周
知
に
は
町
も

広
報
誌
や
回
覧
板
、
掲
示
板

な
ど
用
い
積
極
的
に
協
力
。

同
院
で
は
30
秒
ほ
ど
の
紹
介

動
画
を
つ
く
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
医

療
講
演
の
開
始
前
に
流
し
た

り
、
同
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
り
し
て
い
る
。
杉

本
・
副
技
師
長
は
「
受
診
率

ア
ッ
プ
、
ま
ず
は
全
国
平
均

を
目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

腎
移
植
に
よ
り
、
腎
機
能
が
回
復

す
る
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上

が
見
込
ま
れ
、
移
植
腎
が
生
着
す
れ

ば
体
調
の
改
善
、
社
会
復
帰
、
食
事

制
限
、
透
析
か
ら
の
解
放
な
ど
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
献
腎
移
植
は

１
万
３
０
０
０
人
以
上
の
希
望
者
に

対
し
、
年
間
２
３
０
例
前
後
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、

平
均
待
機
期
間
は
10
年
以
上
に
も
及

び
、
そ
の
間
に
死
亡
す
る
透
析
患
者

さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
我
が

国
で
は
移
植
に
関
す
る
社
会
的
背
景
・

制
約
に
よ
り
、
献
腎
移
植
で
の
腎
臓

提
供
数
が
少
な
く
ド
ナ
ー
（
臓
器
提

供
者
）
不
足
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

徳
田
虎
雄
・
名
誉
理
事
長
か
ら

臨
床
研
究
を
企
画
す
る
と
の
話

先
人
の
努
力
を
振
り
返
る
と
、
１

９
５
６
年
に
特
発
性
腎
出
血
の
腎
臓

を
新
潟
大
学
で
移
植
し
た
の
が（
修

復
）
腎
移
植
の
嚆こ

う

矢し

と
さ
れ
、
そ
の

後
も
修
復
腎
移
植
は
継
続
、
腎
動ど

う

脈み
ゃ
く

瘤り
ゅ
う

の
腎
を
ド
ナ
ー
と
す
る
修
復
腎
移

植
も
全
国
で
15
例
以
上
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
宇
和
島
徳
洲
会
病
院
の
万
波

誠
副
院
長
ら
も
修
復
腎
移
植
42
例
を

報
告
、
こ
れ
に
対
し
関
連
学
会
や
行

政
、
患
者
会
な
ど
が
議
論
を
展
開
、

メ
デ
ィ
ア
も
巻
き
込
み
医
学
的
論
争

が
長
く
続
き
、
２
０
０
７
年
に
修
復

腎
移
植
は
事
実
上
、
禁
止
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
議
論
が
重
ね

ら
れ
、
国
際
的
移
植
医
療
の
実
情
、

臓
器
不
足
の
現
状
、
移
植
を
望
む
患

者
さ
ん
へ
の
配
慮
、
捨
て
ら
れ
る
腎

臓
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
有
用
性
な
ど
が

広
く
知
れ
わ
た
り
、
修
復
腎
移
植
に

関
す
る
考
え
方
に
変
化
が
生
じ
ま
し

た
。
09
年
に
は
修
復
腎
移
植
の
対
象

疾
患
は
制
限
せ
ず
、「
人
を
対
象
と

す
る
生
命
科
学
・
医
学
系
研
究
に
関

す
る
倫
理
指
針｣

に
規
定
す
る
事
項

を
順
守
し
、
臨
床
研
究
と
し
て
実
施

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
琉
球
大
学
を
退
官
し
、
東
京

西
徳
洲
会
病
院
の
泌
尿
器
科
診
療
に

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宇
和
島
病

院
で
の
修
復
腎
移
植
の
問
題
に
は
当

初
、
蚊か

帳や

の
外
に
い
ま
し
た
。
08
年

秋
に
徳
田
虎
雄
・
名
誉
理
事
長
か
ら

「
修
復
腎
移
植
に
関
す
る
臨
床
研
究

を
企
画
す
る
」
と
の
お
話
が
あ
り
、

関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

実
施
計
画
書
の
作
成
を
開
始
す
る
と

と
も
に
小
径
腎
腫
瘍
に
注
目
し
ま
し

た
。
海
外
で
は
１
９
９
５
年
に
小
径

腎
細
胞
が
ん
を
切
除
し
て
腎
移
植
し

た
14
例
で
、
が
ん
の
再
発
が
な
い
と

の
報
告
が
あ
り
、
２
０
０
５
年
に
は

追
試
に
よ
り
、
４
㎝
以
下
の
腫
瘍
で

あ
れ
ば
再
発
が
な
い
と
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
08
年
に
は
小
径
腎
細
胞

が
ん
の
腎
を
移
植
に
用
い
た
43
例
で
、

移
植
腎
は
良
好
に
機
能
し
た
と
の
報

告
も
あ
り
、
14
年
に
は
97
例
の
レ
ビ

ュ
ー
に
よ
り
、
そ
の
安
全
性
と
有
用

性
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
修
復
腎
移
植

問
題
を
再
度
検
討
し
、
親
族
間
ド
ナ

ー
に
腎
腫
瘍
な
ど
の
疾
患
が
発
見
さ

れ
腎
提
供
す
る
修
復
腎
移
植
と
、
小

径
腎
腫
瘍
の
治
療
で
腎
摘
と
な
る
腎

を
用
い
る
第
三
者
間
修
復
腎
移
植
の

２
種
類
の
臨
床
研
究
を
企
画
、
09
年

７
月
に
開
始
し
ま
し
た
。
同
年
12
月

に
第
１
例
を
実
施
、
11
年
の
国
際
臓

器
提
供
調
達
学
会
で
は
演
題
が
優
秀

発
表
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
研
究
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
し
た
。
12
年
の
ア
ジ

ア
泌
尿
器
科
学
会
、
14
年
の
国
際
移

植
学
会
で
も
優
秀
発
表
の
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
強
い

要
望
を
ふ
ま
え
、
12
年
に
第
三
者
間

の
臨
床
研
究
で
は
目
標
症
例
数
を
20

例
ま
で
に
増
や
し
、
17
年
ま
で
に
13

例
を
実
施
、
術
後
５
年
時
点
で
腎
生

着
が
確
認
で
き
て
い
る
の
は
13
例
中

７
例
で
す
。
こ
の
間
、
11
年
に
先
進

医
療
に
初
回
申
請
を
行
い
、
18
年
に

よ
う
や
く
先
進
医
療
会
議
で
条
件
付

き
承
認
と
な
り
、 

19
年
１
月
31
日
付

の
官
報
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
と
湘
南
鎌
倉
病
院

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
募
集
を
開
始

最
近
の
腎
が
ん
診
療
の
動
向
を
見

る
と
、
が
ん
登
録
全
国
集
計
報
告
書

（
19
年
）
に
よ
れ
ば
、
１
万
例
以
上

の
小
径
腎
細
胞
が
ん
が
毎
年
治
療
さ

れ
て
い
ま
す
。
社
会
医
療
診
療
行
為

別
統
計
（
同
）
に
よ
れ
ば
約
１
万
例

の
小
径
腎
細
胞
が
ん
手
術
の
う
ち
、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腎
部
分
切
除
が
３
８

７
６
例
で
あ
り
、
残
る
６
０
０
０
例

以
上
の
小
径
腎
腫
瘍
の
部
分
切
除
症

例
数
は
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

こ
か
ら
推
察
す
る
と
、
小
径
腎
腫
瘍

で
本
研
究
の
対
象
と
な
る
症
例
も
か

な
り
あ
る
と
考
え
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影
響

や
臨
床
研
究
体
制
の
変
更
な
ど
に
よ

り
、
多
少
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

先
進
医
療
と
し
て
の
修
復
腎
移
植
の

臨
床
研
究
が
本
格
ス
タ
ー
ト
し
、
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
（
腎
移
植
希
望
者
）
登

録
が
宇
和
島
病
院
と
湘
南
鎌
倉
総
合

病
院
（
神
奈
川
県
）
で
始
ま
り
ま
し

た
。
先
行
研
究
の
経
験
を
生
か
し
、

移
植
を
希
望
さ
れ
る
透
析
患
者
さ
ん

の
た
め
新
た
な
移
植
医
療
の
機
会
を

提
供
し
、
将
来
的
に
は
公
的
医
療
保

険
の
適
用
を
目
指
し
ま
す
。
腎
移
植

を
待
ち
望
み
、
困
難
な
透
析
生
活
を

送
っ
て
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
、
一

刻
も
早
く
福
音
が
訪
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

「未病段階でリスク下げる健康づくり
支援も」と中島センター長

坐骨神経痛

大切なのは原因の究明病気の
はなし 60

坐
ざ

骨
こ つ

神経痛は下肢の背面（お尻から太もも、ふくらはぎ
までの背面）に生じる痛みやしびれの総称だ。下肢の背
面を走る坐骨神経の関連領域が圧迫されたり、刺激され
たりすることで起こることが多く、高齢者は腰部脊

せ き

柱
ちゅう

管
か ん

狭
きょう

窄
さ く

症、若年層は椎
つ い

間
か ん

板
ば ん

ヘルニアが原因であることが大
半。腰

よ う

椎
つ い

や脊
せ き

椎
つ い

、骨盤内の腫瘍などでも生じ、変形性股
こ

関
か ん

節
せ つ

症などの関連痛の場合もある。
原因が多岐にわたるため「坐骨神経痛の予防法」として

確立されているものはない。治療法は基本的に原因疾患
の治療以外では痛み止めや、神経周辺の血流が悪い場合
は血流を促す薬物療法など対症療法が中心。神経が原因
で、かつ痛みが耐え難い場合は外科療法（手術）を施行す
ることもある。

「大切なのは原因の究明です。神経が原因なのか、関連
痛なのか。原因疾患によって治療法も異なります」と、診
断の重要性を強調するのは出雲徳洲会病院（島根県）の森
隆治・整形外科部長。命に別状がないことがほとんどだ
が、まれに早急な治療を要する疾患が
原因であったりするため、専門家によ
る緊急トリアージ（選別）が大切だ。森
部長は①足の感覚が鈍い、②足に力が
入らない、③背骨をトントン叩

た た

くとズ
キンと痛む――のいずれかの症状があ
れば受診するよう呼びかけている。

葉
山
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
神
奈
川
県
）
は
同
院
が
立
地
す
る

葉
山
町
で
初
め
て
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳

房
Ｘ
線
）
を
導
入
、
乳
が
ん
検
診
を
始
め
た
。
同
町
の
乳
が

ん
検
診
受
診
率
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
導
入

「
乳
腺
外
科
外
来
」
も
開
設

田
中
江
里
院
長
は
「
葉
山

町
が
乳
が
ん
検
診
受
診
率
の

低
さ
を
懸
念
し
、
当
院
に
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
導
入
を
依
頼

し
て
い
ま
し
た
。
当
院
は
女

性
検
診
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
乳
腺
に
関

し
て
は
視
・
触
診
の
み
で
し

た
」
と
経
緯
を
説
明
す
る
。

同
町
の
乳
が
ん
検
診
受
診

率
は
年
々
低
下
し
、
２
０
１

９
年
は
８
・
６
％
と
全
国
平

均
の
47
・
４
％
を
大
き
く
下

回
っ
た
。
同
院
が
導
入
す
る

以
前
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の

設
備
が
あ
る
医
療
施
設
は
逗

子
市
に
２
施
設
の
み
で
、
葉

山
町
に
は
な
か
っ
た
の
も
要

因
の
ひ
と
つ
だ
。
田
中
院
長

は
「
自
宅
近
所
で
受
け
ら
れ
、

子
宮
が
ん
検
診
も
乳
が
ん
検

診
も
同
じ
施
設
で
受
け
ら
れ

れ
ば
、
よ
り
便
利
で
す
。
乳

が
ん
は
早
期
発
見
で
５
年
生

存
率
が
高
く
な
る
こ
と
も
わ

「町の検診受診率を上げたい」と田中院長
（右）と杉本・副技師長

町
の
検
診
率
ア
ッ
プ
目
指
す

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

開
設
記
念
講
演
開
く

湘南鎌倉
病　　院


